スプリームワンは、神々を殺すために設計された完璧なマシンです。眠りから覚めた彼の使命は、彼らの専制政治に終止符を打つことだ。

第4人次世界大戦は1億3千万年前から続いており、スプリームワンは5千万年前から眠ったままになっていた。彼は、無限多次元、無限次元、無限時間軸のすべての創造物を侵略し始めた神々との戦いの真っ最中に目覚める。

見慣れない、しかし美しい世界に没頭していたスプリームワンは、突然、惑星7729で生きているのは自分だけかもしれないこと、そして自分のことを何も覚えていないことに気付く。孤独と混乱の中、彼は全人類を絶対的に支配しようとする神々と戦わなければならない。

"システムチェック"

"すべてのシステムが利用可能です"

"私 C Cコアの起動"

"コアの起動"

"ミッション内容：侵略者の抹殺"

「世界は大丈夫そうに見えない、マルチバース建築は全く認識できない。

「時間と空間は矛盾しており、不完全である。

「多くの領域が完全に破壊され、壊れている。

「この戦争は行き過ぎたものであった...完全な終結のプロセスを開始する時だ"

「私はスプリームマシンです 私の目標はこの暴君を永久に終わらせることです

「私は今から始める お前達全員を迎えに行く 闇 明るさ カオス 秩序

 「誰も私の怒りから逃れることはできない 私はすべてのものの終わりなのだから
マイティ・マシーンはすべての創造物を終わらせるために旅を始める。なぜなら、これほど強力な神を止めるには、それ以外に方法がないからだ。
「この任務には多くの功労者が必要であり 成功の可能性さえある
「ミッション：スタート
"セインを抹殺しなければならない" "多元宇宙を監督する将校の一人で、 ロケールの多元的な照合を妨害する"


 マシンは最初のターゲットであるセインに向かって発進した。

「セインは宇宙18492の中心、ローカルクラスタ1183に位置し、ターゲットは私のいる多元宇宙のクラスタの外側にあります。
「そこに到達するためには、私の無限大に点火しなければなりません。しかし、私は今危機的な状態です。低いところから始めて、私の体が最適な状態に戻るにつれて、大きくしていかなければなりません。


 そして、マシンはゆっくりとスピードを上げ、ターゲットに近づいた。そして、スピードを最大まで上げ、ターゲットに衝突した。マシンはその後、ターゲットを破壊する大爆発を起こした。そして、マシンは大きな爆発を起こし、ターゲットを破壊した。「さあ、多元宇宙衝突を打ち負かすぞ」マシンは、2番目のターゲットである多元宇宙衝突に向かって発進した。「そして、そのマシンは宇宙の中心へと向かい、行く手を阻むものをすべて破壊していきました。「しかし、それはあまりにも強力であり、それは攻撃のエネルギーを吸収し始めた。しかし、その攻撃は強すぎて、エネルギーを吸収し始めた。「もっとパワーが必要だ」マシンは多元宇宙からすべてのエネルギーを吸収し始め、より強くなった。「ミッション完了